
神
岬
地
区
で
は
 

２
体
の
ご
神
体

　

１
月　

日
、
神
岬
会
館

16

で
は
、
午
後
１
時
頃
、
２

体
の
ご
神
体
を
祀
っ
た
祭

壇
を
前
に
、　

人
程
の
女

15

性
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

神
岬
で
は
、
こ
の
行
事

を
「 
川
下 
さ
ん
」
と
呼
び
、

か
わ
し
も

毎
年
１
月　

日
に
ご
神
体

15

を
同
会
館
へ
お
迎
え
し
、

翌
日
の
昼
間
に
地
区
の
女

性
が
集
ま
り
会
食
を
し
ま

す
。

　

２
体
の
ご
神
体
は
姉
妹

で
、
祭
壇
に
向
っ
て
右
側

が
姉
（
尾
根
内
地
区
）、
左

側
は
妹
（
柾
泊
地
区
）
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
で
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。（
＝
写
真
左
＝
）

　

か
つ
て
は
、尾
根
内
と
柾
泊
で
そ
れ

ぞ
れ
で
川
下
さ
ん
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、平
成
６
年
よ
り
合
同
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

地
域
で
異
な
る
作
法

　

来
岸
の
「
カ
ワ
シ
モ
さ
ん
」
も　
16

日
の
夕
方
か
ら
行
わ
れ
、
こ
こ
で
は
、

「
川
志
母
」・「
川
子
母
」
と
表
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

来
岸
会
館
に
、
五
段
の
祭
壇
が
置

か
れ
、
お
寺
の
住
職
を
迎
え
て
お
経

を
あ
げ
、
会
食
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
お
経
を
あ
げ
る
の
は
来
岸

の
み
で
、
神
岬
・
余
別
で
は
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
神
岬
で
は
か
つ
て
子
供
も

参
加
し
て
い
た
の
に
対
し
、
来
岸
で

は
成
人
女
性
の
み
で
あ
る
点
、
さ
ら

に
祭
壇
の
形
態
な
ど
、
両
地
区
で
は
、

作
法
に
多
少
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
余
別
町
の
「
カ
ワ
シ
モ
さ

ん
」
を
取
材
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
神
岬
・
来
岸
と
は
異

な
る
作
法
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

次
世
代
へ
の
継
承
を

　

両
地
区
で
お
話
を
伺
い
、
と
も
に

共
通
す
る
の
は
、
高
齢
化
に
よ
っ
て

「
カ
ワ
シ
モ
さ
ん
」の
担
い
手
が
減
り
、

現
在
の
形
で
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る

の
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。
そ
の
中

で
今
、
我
々
に
で
き
る
こ
と
は
、「
カ

ワ
シ
モ
さ
ん
」
の
姿
を
記
録
し
、
後

世
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　

ご
神
体
を
守
り
、
次
世
代
へ
そ
の

伝
統
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、

積
丹
で
女
性
が
い
か
に
し
て
生
き
て

き
た
か
、
と
い
う
歴
史
を
知
る
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
を

守
る
こ
と
こ
そ
、
今
を
生
き
る
我
々

が
、「
カ
ワ
シ
モ
さ
ん
」
を
伝
え
た
先

人
た
ち
へ
す
べ
き
恩
返
し
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

阿　

部　
　

剛
）
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▲来岸会館での「カワシモさん」の様子

　
毎
年
１
月
　
日
は
、「
小
正
月
」
と
呼
ば
れ
、
正
月
飾
り
を
下

15

ろ
し
て
ど
ん
ど
焼
き
を
す
る
な
ど
、
全
国
各
地
で
様
々
な
儀
礼

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
、
主
に
道
南
で
こ
の
日
を
「
オ
ナ
ゴ
の
正
月
」

と
呼
び
、
女
性
が
遊
ん
で
楽
を
す
る
日
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
積
丹
町
で
は
、
毎
年
１
月
　
日
に
旧
余
別
村
地
域
で
、「
カ
ワ

16

シ
モ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
ご
神
体
を
祀
り
、
女
性
が
集
ま
り
会

食
な
ど
を
す
る
行
事
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「カワシモさん」とは・・・

　80年代後半に北海道開拓記念館が余別・来岸・尾根

内・柾泊の４カ所で行った調査によると、「カワシモさ

ん」とは、お産の神様であるご神体を祀り、女性だけ

が講に参加する民間信仰とされ、かつては１月と８月

に催されていたものが、ウニ漁で忙しい８月を省略し、

１月だけとなりました。当時は、ご神体を迎える際に

賑やかな行列を組み、会食後は隠し芸の披露や宝引き

も行われるなど盛大に催されていました。

　こうした「カワシモ」信仰は、積丹町のほか、函館

や松前などの道南地域に、「カワシモ」・「カワスソ」・「カ

ワウソ」として残され、17世紀中頃から始まったと考

えられています。

　また、兵庫県から福井県にかけての広い範囲にも、

婦人病を治すとされる「カワシモ」・「カワッゾ」・「カ

ワソソ」などの祭りが分布しています。

　このようなことから、積丹町内の「カワシモさん」

は、道南の「カワシモ」信仰が伝わり、さらに明治期

以降、北陸方面からの移住者によって、本州から持ち

込まれたものではないかと考えられています。

▲神岬地区の２体のご神体
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くくくくくくくくくく
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伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
ええええええええええ
らららららららららら
れれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるる

古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
る
 

集集集集集集集集集集
落落落落落落落落落落
のののののののののの
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝

集
落
の
伝
統統統統統統統統統統統

「「「「「「「「「「
カカカカカカカカカカ
ワワワワワワワワワワ
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訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪
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てててててててててて
…………………………

「
カ
ワ
シ
モ
さ
ん
」
を
訪
ね
て
…
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１
月
８
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
平
成　

年
成
人
式
が
挙
行

24

さ
れ
、
新
成
人　

人
（
出
席
者　

人
）

29

15

の
新
た
な
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

あ
で
や
か
な
振
り
袖
や
羽
織
は
か

ま
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

は
、
松
井
町
長
や
岩
本
議
長
、
土
井

教
育
委
員
長
ら
に
握
手
で
迎
え
ら
れ

入
場
。
成
人
者
一
人
ひ
と
り
の
紹
介

に
続
き
、
土
井
教
育
委
員
長
の
式
辞
、

町
長
・
議
長
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
土
橋

一
充
さ
ん
（
日
司
町
）
が
記
念
品
を

受
け
取
り
、
井
端
太
郎
さ
ん
（
余
別

町
）
と
船
田
茜
さ
ん
（
美
国
町
）
が

「
成
人
と
し
て
、自
分
の
考
え
や
行
動

に
責
任
を
持
ち
、
こ
の
日
を
迎
え
ら

れ
た
感
動
と
喜
び
を
胸
に
、
人
生
の

一
歩
一
歩
を
踏
み
し
め
て
い
き
ま

す
。」と
誓
い
の
言
葉
を
力
強
く
読
み

上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
積
丹
町
出
身
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
鎌
田

結
子
さ
ん
が
歌
で
新
成
人
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
同
級
生
と
の
久
々
の

再
会
を
喜
び
、
互
い
に
写
真
を
撮
る

な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

議
案
第
１
号

　

積
丹
町
総
合
計
画
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

新
た
な
町
総
合
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
法
第　

条
第
２
項

96

の
規
定
に
よ
る
議
会
の
議
決
事
件
と

し
て
定
め
る
な
ど
の
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

　

平
成　

年
度　

積
丹
町
一
般
会
計

23

補
正
予
算
（
第
８
回
）

　

防
災
資
機
材
整
備
事
業
計
画
の
一

部
を
、
町
の
財
政
負
担
が
少
な
い
過

疎
対
策
事
業
債
事
業
に
財
源
を
変
更

し
、
現
行
予
算
に
１
、
１
８
０
万
円

を
追
加
し
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を　

億
３
、
０
０
３
万
８
千
円
と

26

す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

 
美
国
小
学
校
（
５
人
）

一
　
戸
　
 華
 　
 音
 
 
荻
荻
荻 
昌　

子

か
 

の
ん

川
　
野
　
 勇
 　
 成
 
 
荻
荻
荻 
洋　

介

ゆ
う
 

せ
い

梶
　
浦
　
 海
 　
 音
 
 
荻
荻
荻 
正　

寛

か
 

い
ん

坂
　
田
　
 太
 　
 尊
 
 
荻
荻
荻
荻 
太　

た
い
 

そ
ん

嶋
　
田
　
 楓
 　
 華
 
 
荻
荻
荻 
雅　

彦

ふ
う
 

か

 
野
塚
小
学
校
（
２
人
）

生
　
駒
　
 雄
 　
 磨
 
 
荻
荻
荻 
雄　

斗

ゆ
う
 

ま

佐
　
藤
　
 達
 　
 史
 
 
荻
荻
荻
荻 
浩　

た
つ
 

ふ
み

 
余
別
小
学
校
（
１
人
）

外
　
崎
　
 享
 　
 俊
 
 
荻
荻
荻 
晃　

記

き
ょ
う
 
し
ゅ
ん

（
平
成　

年　

月　

日
現
在　

敬
称
略
）

23

12

31

▲誓いの言葉を読み上げる井端太郎さん（左）と
船田茜さん（右）

気気気気気気気気気気気気気気
持持持持持持持持持持持持持持
ちちちちちちちちちちちちちち
をををををををををををををを
新新新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたたたた

気
持
ち
を
新
た
ににににににににににににににに

　
　
人
が
成
人
の
仲
間
入
り

29

　町では12月26日、優れた技術力と社会貢献の精神

をもって町の災害復旧活動に協力された、株式会社

吉本組（岩内町）に感謝状を贈りました。

　同社は、昨年７月14日に発生した大雨災害時に、

余別川から余別漁港に流れ出た流木などを迅速に除

去し、漁船航行の安全確保や早期復旧に貢献されま

した。

　また、来岸漁港付近に落石の危険を周知する看板

の設置や、トイ

レのペンキの塗

り直しを行うな

ど、事故の未然

防止や地域の景

観等の保全にも

努められました。

㈱吉本組（岩内町）に感謝状
～ 大雨災害の早期復旧に貢献 ～

も
う
す
ぐ
待
ち
に
待
っ
た
小
学
校
の
入
学
式
で
す
。

今
春
、
小
学
校
入
学
を
迎
え
る
の
は
、
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成　

年

17

18

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
８
人
で
す
。

各
小
学
校
へ
の
入
学
児
童
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
児
童
氏
名
・
保
護
者
名
の
順
）

竿 管潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅

　平成24年第１回積丹町議会臨時

会が１月20日招集され、議案２件が

審議され、同日閉会しました。

　そのあらましについてお知らせ

します。

平成24年

第1回積丹町議会臨時会

News議会ニュース

 今
春
は
８
人
が
入
学

 ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
一
年
生




